
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

9,026 1,795 898 5,260 1,073

令和3年度目標
介護と上手に付
き合う講座　3
回　60人
紙おむつサービ
ス事業利用者数
216人

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金 令和3年度実績

もの忘れ相談会
2回　実4人
オンライン上映
会（在宅医療）
1回　73人
紙おむつサービ
ス事業利用者数
260人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-3 介護サービスの充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

家族介護支援事業

寝たきりの高齢者等が在宅で安心して暮
らせるよう支援し、家族の負担軽減を図
るためのおむつ購入費用助成等を実施す
る。

家族支援事業
もの忘れ相談会　2回　利用実人
数4人
オンライイン上映会　1回　鑑賞
数73人

紙おむつサービス事業　利用者
実人数260人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

高齢化の進展・世帯構成の変化の影響から、介護する家族の経済的・身体的・精神的負担が大きくなってきている。在宅介護を推進する上で、介護する
家族等を対象に、介護負担の軽減、知識普及、介護者同士の交流を目的に事業を実施することで、介護者のストレス解消や孤立感の解消の効果を期待す
る。一層の高齢化の進展に対応する必要があることから現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

200 77 39 38 46

各部会研修開催
（4部会×２
回）
全体研修会（３
回）

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金

研修会実績全９
回（オンライ
ン）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-3 介護サービスの充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

介護従事者フォロー
アップ研修事業

市内の居宅介護支援事業所、介護サービ
ス事業所、介護保険施設で構成される北
広島介護サービス連絡協議会が主催する
研修会の開催に伴う講師謝礼の一部を負
担し、事業者間の相互連携、情報交換や
介護従事者の資質向上に資することによ
り、「地域包括ケア｣の向上を図る。

北広島市介護サービス連絡協議
会との共催による研修会等（研
修会実績全９回）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

内容については「認知症ケア、医療介護連携、施設内虐待防止、グループスーパービジョン」と多岐にわたり、研修を受講した市内介護サービス事業所
職員の資質向上につながっている。
今後においても継続して取り組むことで市内介護サービス事業所職員のさらなる資質向上が見込まれることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

28,952 16,878 5,573 5,573 928

令和3年度目標
第1層協議体　1か
所
第2層協議体　5か
所
自立支援ケア会議
7回　20件
地域ケア個別会議
6回　6件
自立支援ケア会議
総括会議　1回
在宅医療介護連携
推進協議会　全体
会3回
認知症カフェ　5
か所

地域支援事業
交付金他

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金 令和3年度

第1層協議体（1か
所）2回
第2層協議体（5圏
域）　9回
自立支援ケア会議
10回　17件
地域ケア個別会議
13回　13件
在宅医療介護連携
推進協議会　全体
会3回
認知症カフェ　5
か所

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

介護保険制度改革事
業

地域における医療及び介護の総合的な確
保を推進するための関係法律の整備等に
関する法律の施行に伴い、在宅医療介護
連携推進事業、生活支援体制整備事業、
認知症施策推進事業を実施する。

第1層生活支援コーディネーター
1人配置
第2層生活支援コーディネーター
5人配置
第1層協議体　年2回開催
第2層協議体　5圏域　会議9回開
催
自立支援ケア会議　10回　　延
べ17事例
個別地域ケア会議　13回
自立支援ケア会議総括会議　1回
在宅医療介護連携推進会議　全
体会3回
認知症初期集中支援チーム　会
議6回（検討7事例）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの



国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源
実績等 評価基準

一次
評価

二次
評価

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

高齢者数が増加する中、全ての高齢者が住み慣れた地域において、安心した生活を継続することを目指し、医療と介護の連携、認知症施策の推進、日常
生活を支える体制整備は課題である。国による制度改革の動向を注視し、状況に応じた対応が必要である。地域住民との合意形成が必要で時間を要する
ことから、継続して協議を重ね、取り組むことにより、成果が向上するものと考える。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

19,283 4,537 2,410 5,207 7,129

令和3年度目標
介護予防事業の
周知

地域支援事業
交付金他

地域支援事業
交付金

地域支援事業
支援交付金他

令和3年度
介護予防事業参
加人数　延べ
498人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-2 介護予防と自立の支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

介護予防把握事業

要介護状態となることを防止するため、
市及び高齢者支援センター職員による訪
問活動等により、介護予防対象者を把握
し、介護予防事業等へつなげる。

介護予防事業参加者　延べ498人 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

高齢になっても介護を必要とせず、自立した生活を送ることが活力ある地域づくりにつながる。地域で高齢者支援センター（総合相談窓口）の認知度が
高まる中、関係機関から効率的に情報や相談が集まり、早期把握が可能となっていることから、現状の情報収集ネットワークが継続されることが最良と
考える。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

495 1 494

・令和3年度高
齢者サービスガ
イド目標作成部
数：4,000部
・令和3年度高
齢者実態調査対
象者：2,000世
帯

地域福祉基金
積立利子

・令和3年度高
齢者サービスガ
イド配布部数：
3000部（実績）
※令和3年度高
齢者実態調査対
象者(1,634世
帯)へはコロナ
禍による郵送対
応のため配付せ
ず

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-1 社会参加の促進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

高齢者サービスガイ
ド作成事業

保健福祉サービスや介護サービス、生き
がいづくりの情報等を掲載したサービス
ガイドを作成し配布する。

高齢者サービスガイド　3,000部
作成
窓口等で配布

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和３年度は、印刷部数の減及び新型コロナウイルスの影響により、高齢者実態調査対象者への高齢者サービスガイドの配布を行えなかったものの、市
内高齢者施設、高齢者支援センター等で希望者等にサービスガイドの配布を行うことができた。
今後もわかりやすい情報発信に取り組んでいくため、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

6,413 1,418 753 2,768 1,474

令和3年度
【計画】
①5会場、実50
人
②指導人数

地域支援事業
交付金他

地域支援事業
交付金

地域支援事業
支援交付金他

令和3年度
【実績】
①4会場、実29
人
②実8人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-2 介護予防と自立の支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

介護予防普及啓発事
業

生活習慣病の予防、改善と介護予防を図
るため、健診データや食、運動の実践を
関連付けた健康づくりセミナーの開催や
要介護状態になることを予防するための
訪問指導を実施する。

①健康づくりセミナー
　4会場　実29人　延79人

②栄養管理指導
　実8人　延13人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

健康づくりセミナーは新型コロナウイルス感染症の流行拡大に伴い、1会場を中止するなど、会場、参加人数は計画数より少なかった。しかし、セミ
ナー参加者は終了後も約7割の方が運動や食事に関して気をつけながら生活していた。
今後も、要介護状態にならないため、健診受診と健康づくりを啓発するとともに、健康づくりセミナーと保健指導を継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

43 16 8 8 11

令和3年度
相談窓口設置5
か所
高齢者虐待相談
20件
ネットワーク事
業の運営2回
研修会1回
周知活動（随
時）

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金

令和3年度
相談窓口設置5
か所
高齢者虐待相談
（新規11件、継
続1件）
ネットワーク事
業の運営（1
回）
研修会（1回）
周知活動（随
時）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

高齢者虐待防止ネッ
トワーク事業

高齢者や養護者の権利が擁護され、住み
慣れた地域で尊厳ある暮らしを維持でき
るよう、高齢者虐待の防止と早期発見・
早期対応を図る。

高齢者虐待相談数　新規11件
（施設含）・延べ109件・継続1
件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

高齢者虐待防止法における責任主体として実施は必須であり、早期発見、早期対応に向けた成果を期待する。また、複雑・多様化した家庭支援のため、
慎重迅速な協議、他部署も含めた横断的連携により成果を上げる。継続的な実施で成果も見込めることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

9,293 18 9,275

・令和3年度テ
レホンサービス
目標利用者数：
9人
・令和3年度緊
急通報装置目標
利用世帯数：84
世帯
・令和3年度除
雪サービス目標
利用者数：290
世帯
・令和3年度訪
問理容目標利用
者数：55人

緊急通報装置
利用者設置料 ・令和3年度テ

レホンサービス
利用者数：6人
・令和3年度緊
急通報装置利用
世帯数：72世帯
・令和3年度除
雪サービス利用
世帯数：278世
帯
・令和3年度訪
問理容利用者
数：51人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

高齢者支援サービス
事業

高齢者が在宅で安心して日常生活を送る
ことを支援するため、介護保険サービス
以外の除雪サービス等を実施する。

テレホン利用実人数　6人
緊急通報利用新規設置人数　11
人
訪問理容利用実人数　51人
除雪サービス利用世帯数　278世
帯

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

これらのサービスは、介護保険サービスでは提供されないサービスであるが、高齢者の心身を守り、在宅で安心して日常生活を送るために欠かせない
サービスであることから、今後も現状継続とする。
なお、除雪サービスについては、担い手の確保が難しくなってきていることから、今後委託事業者の増加などの方策を検討していく必要がある。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

10,857 4,180 2,090 2,090 2,497

令和3年度目標
総合相談
延べ2,500件
高齢者実態調査
件数　1,900件

地域支援事業
交付金他

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金

令和3年度
総合相談
延べ1,774件
高齢者実態調査
件数　1,634件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

高齢者総合相談支援
事業

安心した生活を送ることができるように
高齢者やその家族の健康や生活、福祉、
介護に関する相談を行う。

窓口・電話等による総合相談
延べ1,774件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

高齢者の安全・安心な生活を維持するためには、高齢者の実態把握及び高齢者情報の一元管理が重要であり、高齢者実態調査での高齢者の生活実態の把
握、並びに高齢者支援センター及び総合相談窓口での相談支援、相談内容の共有は、要支援者への円滑な介入や援助方針の統一化を図る上で効果的であ
ると評価できることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

198 76 38 38 46

住宅改修支援事
業手数料（100
件）

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金

令和3年度実績
99件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-3 介護サービスの充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

住宅改修介護サービ
ス事業

住宅改修を円滑に推進するため、介護報
酬対象外である住宅改修申請書に添付す
る理由書作成業務に対し、手数料を支払
う。

住宅改修理由書作成手数料
1件2千円　99件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

住宅改修費の理由書作成業務に対し、手数料を支払うことによりサービス提供の寄与につながっている。今後も、引き続き安定したサービス提供の観点
より現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

4,838 1,138 605 1,306 1,789

令和3年度目標
利用者数
総合事業高齢者
90人

地域支援事業
交付金他

地域支援事業
交付金

地域支援事業
支援交付金他

令和3年度利用
者数実績
総合事業対象者
81人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

介護予防・生活支援
サービス事業費（第
1号生活支援事業）

食事づくりが困難な高齢者を対象に夕食
のお弁当をお届けし、栄養改善や日常的
な見守りを行う。

配食利用者実人数　244人
（うち総合事業　81件、任意事
業　163件）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

独居等高齢者の栄養の改善や日常的な見守りにより、在宅で安心して日常生活を送るために欠かせないサービスであることから、今後も現状継続とす
る。
なお、令和４年度から配食サービス事業者を増やし、利用者の利便性の向上を図ったところである。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

20 5 3 5 7

令和3年度目標
実施回数　5回
参加数　　50人

地域支援事業
交付金他

地域支援事業
交付金

地域支援事業
支援交付金他

令和3年度
実施回数　2回
参加数　21人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

地域リハビリテー
ション活動支援事業

運動を中心に住民主体で実施している
「通いの場」にリハビリ専門職を派遣
し、運動への助言や身体機能の評価等を
行い、予防効果の向上を図る。

リハビリ専門職派遣
回数2回　　参加数21人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

運動を中心としたサークル団体へ事業周知を拡大することで、身体評価を希望するサークル団体の発掘が望める。コロナ禍における外出自粛や交流の機
会の減少により、高齢者の心身機能が低下し、介護を必要とする高齢者が増えることが懸念される。当事業により介護予防効果を高め、介護を必要とせ
ず自立した生活を送る活力ある地域づくりにつながることから、十分な感染防止対策をとり事業を継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

20,196 5,163 2,581 3,357 9,095

令和3年度目標
認知症サポーター養
成講座　20回
サポーター養成数
200人
認知症支え合い員登
録数　48人
支え合い事業利用者
数　8人
エルフィンバトン配
布件数　600件
成年後見制度利用相
談数800件
市長申立件数3件
報酬等助成件数7件
マイエンディング
ノート作成　2,000
部

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金他

令和3年度
認知症サポーター養
成講座　5回
サポーター養成数
128人
認知症支え合い員登
録数　24人
支え合い事業利用者
数　実7人
エルフィンバトン配
布数　323人
成年後見制度相談件
数　1,080件
市長申立件数　1件
報酬等助成件数8件
マイエンディング
ノート作成　2,000
部

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

地域支え合い体制づ
くり・権利擁護推進
事業

認知症支え合い員の派遣・育成、相談体
制の充実、関係機関との支援ネットワー
クの構築等により、認知症の高齢者及び
その家族を総合的に支援するための体制
づくりを行う。また、高齢者や障がい者
に係る成年後見制度の利用支援及び普及
啓発事業等を実施する。

地域支え合い体制づくり
北広島市キャラバン・メイト全
体会(書面会議）1回
認知症サポーター養成講座　5回
128人
認知症支え合い員登録　24人
支え合い事業利用者　実7人
エルフィンバトン配布　323人

権利擁護推進事業
相談件数　延べ1,018件
市民後見人養成講座　中止
市民後見人養成講座修了生フォ
ローアップ　中止
市長申立1件予定、申立・報酬助
成8件（高齢者6件・障がい者2
件）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

地域支え合い体制づくり事業は、認知症高齢者が増加する中、地域で支え合う体制は有効であり、ボランティアと要支援者をマッチングさせ、ボラン
ティア派遣をする傾聴活動は、介護保険サービスでは対応できない部分を担う共助の支援となっている。また、権利擁護推進事業は、判断能力が不十分
な方に必要な事業で行政関与が必要である。成年後見センターや地域支え合いセンター（社会福祉協議会への委託）との連携により有効活用、継続的な
取り組みが必要とされる。以上のことから、事業を継続していく。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,440 1,440

令和3年度目標
100歳到達者
38人

令和3年度100歳
到達者実績　28
人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-1 社会参加の促進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

長寿祝福事業
長寿を祝福するとともに、長年の間社会
に貢献した労をねぎらうため、祝金を贈
呈する。

100歳到達者　28人 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

今後も引き続き実施することが望ましいものと考えており、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

481 185 93 93 110

・令和3年度い
どころ発信シス
テム助成目標人
数：8人
・令和3年度認
知症高齢者SOS
ネットワーク事
業目標新規登録
者数：25人
・令和3年度
メール配信目標
登録者数：420
人

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金 ・令和3年度い

どころ発信シス
テム助成人数：
1件
・令和3年度認
知症高齢者SOS
ネットワーク事
業目標新規登録
者数：19人
・令和3年度
メール配信登録
者数：338人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

認知症高齢者等SOS
ネットワーク事業

認知症の方が住み慣れた地域で安心して
在宅生活を送るため、認知症高齢者等SOS
ネットワーク事業などを実施する。行方
不明者が発生した場合、地域の支援を得
て早期発見できるよう、関係機関の支援
体制を構築し、高齢者の生命・身体の安
全を確保するとともに、事前に登録した
メールアドレスに情報を発信する。ま
た、認知症の方が起こした事故等による
損害賠償に備え、市が損害賠償責任保険
に加入する。

いどころ発信システム助成　1件
認知症高齢者SOSネットワーク事
業
新規登録者　19人
メール配信件数　7件
メール配信登録者数　338人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

認知症高齢者ＳＯＳネットワーク事業では、関係機関の協力のもと、周知・捜索することができた。今後はＬＩＮＥの活用等、行方不明者早期発見に繋
げるよう配信内容について検討を行う。
また、いどころ発信システム助成事業については、認知症高齢者とその家族が安心して生活を送ることに貢献する事業である。
以上のことから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

10,651 3,649 1,824 2,998 2,180

令和3年度目標
利用者数
任意事業高齢者
140人
障がい者　20人

地域支援事業
交付金

地域支援事業
交付金

地域支援事業
繰入金

令和3年度利用
者数実績
任意事業対象高
齢者　146人
障がい者　17人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-4 地域生活支援の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

配食サービス事業
（任意事業分）

食事づくりが困難な高齢者等を対象に夕
食のお弁当をお届けし、栄養改善や日常
的な見守りを行う。

配食利用者実人数　244人
（うち総合事業　81件、任意事
業　163件）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

独居等高齢者の栄養の改善や日常的な見守りにより、在宅で安心して日常生活を送るために欠かせないサービスであることから、今後も現状継続とす
る。
なお、令和４年度から配食サービス事業者を増やし、利用者の利便性の向上を図ったところである。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

9,118 9,118

①令和3年度就
労支援金交付目
標新規就労人
数：80人
②令和3年度介
護従事者人材バ
ンク目標登録者
数：10人

①令和3年度新
規就労者：84人
②令和3年度介
護従事者人材バ
ンク登録者数：
9人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-3 介護サービスの充実

二次評価についての
コメント

人材確保が今後一段と厳しくなることが想定されるため、より一層の人材確保の取り組みについて検討する必要がある。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

福祉人材確保対策事
業

介護、障がい、保育の現場における人材
確保対策を実施し、市内事業所における
サービス提供体制を確保する。

北広島市福祉人材確保対策就労
支援金
新規就労者　84人
就職相談会、くらしサポーター
研修　新型コロナウイルス感染
症対策のため中止

要検討 要検討

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

福祉人材の確保については、就労支援金をはじめとした政策により一定程度の効果はあったものと捉えているが、人材確保が今後一段と厳しくなること
が想定されることから、より一層の人材確保の取組を検討していく。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

3,003 714 2,289

・令和3年度老
人クラブ連合会
目標加盟団体数
28団体

・令和3年度老
人クラブ連合会
目標加盟会員数
955人

高齢者地域福
祉推進事業補
助金 ・令和3年度老

人クラブ連合会
加盟団体数　24
団体

・令和3年度老
人クラブ加盟会
員数　691人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-2 高齢者福祉・介護の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-2-1 社会参加の促進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

高
齢
者
支
援
課

老人クラブ活動支援
事業

老人クラブ連合会の事業費及び単位老人
クラブの活動費を補助する。

老人クラブ連合会の事業費及び
単位老人クラブ (24団体) の活
動費補助

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

老人クラブ連合会加盟団体数、及び会員数ともに年々減少傾向にあるが、地域の単位老人クラブを取りまとめる老人クラブ連合会の活動は、高齢者の生
きがいづくりや社会参加を促し、健康増進及び介護予防に寄与する重要なものであることから、今後も引き続き支援を行うため、現状継続とする。
また、今後は新型コロナウイルスの影響を注視しつつ、老人クラブ加入者数の増加に向けた活動の活性化を図るよう指導していく。


